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「原発事故は大変な被害！ まして核兵器はとんでもない！」

県内行進（７月３０日まで）に参加しましょう！

昨日（７月２７日）の行進と署名行動

○コース 午前：雲南市（加茂町・大東町）

午後：雲南市役所訪問、仁多郡奥出雲町

○参加者ＡＭ１２人（通し行進１、県教組４、松江保健生協労組３、

共産党２、松江保健生協２）

ＰＭ１１人（通し行進１、しまね労連１、県教組３、

松江保健生協労組４、さくらの家１、

共産党１）

○署名：９５筆、カンパ：２２，７００円（いずれも自治体分を含む）

☆東部コース延べ参加者数：４２７人（７月２７日時点）

☆「核兵器全面禁止のアピール」署名：４７７筆

☆募金：９３，４５６円 （自治体分を含む）

昨日（２７日）午前は、雲南市の加茂町と大東町の町中を行進しました。署名・募金行動では、「若

いときは広島、長崎の世界大会に参加した。がんばって」と激励を受け、広島の原爆ドームの基礎工事

をした土建会社の方からは、募金をいただきました。

午後はまず、雲南市役所を訪問。対応した深田徳夫市議会議長は「原発事故で大変な被害が出た。ま

して核兵器など、とんでもないことだ。雲南市は永井隆博士の教えを受け継ぎ、平和の教育と活動に力

を入れている」と私たちの運動に共感されました。市から募金、市長と市議会からペナントをいただき

ました。

この後、奥出雲町へ移動し、三成と横田の中心部を行進しました。仁多庁舎（三成）での出発式では

総務課長から激励のあいさつを受け、町からはカンパとペナントを、町議会からはペナントをいただき

ました。また、三成では戦争中に軍の通信の仕事をしていた男性（下写真の右端の方）から、戦争体験

の話をみんなで聞き、戦争の恐ろしさを知ることができました。

「核兵器廃絶や平和に対する想いを持っておられる方が

想像以上にたくさんいて驚きました。そのような方が声

をあげる機会がもっとできればと思います。」（Ｋ・Ｔ）

「核兵器廃絶や平和について、あらためて考える機会と

なりました。今後もニュースなど関心を向けようと思い

ます。」（Ｓ・Ｎ）

「この暑さは、原爆投下の日と同じだったのだろうか。

陽光に負けない熱い思いを世界に広げたい」（Ｋ・Ｓ）

「詳しく説明しなくても無条件で署名して下さる方、

快くカンパして下さる方に、運動の継続の成果を感じ

ました」（Ｔ・Ｎ）

「初めて参加させていただいて、平和に対する思いが

より強くなったと思います。貴重な体験をありがとう

ございました。」（Ｈ・Ｆ）

「２回目の参加です。平和への思いはあるのですが、

自分はどうすればよいか？どうあるべきか？もう少し

勉強しないといけないなと痛感。暑かったですが、良

い体験でした。仁多の方ありがとう」（Ｊ・Ｔ）

【７月２７日午前 雲南市大東町】


